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研究の背景

日高川・王子川河口域には、御坊市の

天然記念物である「ハマボウ」の群落が
広く分布している

↓

保全計画や環境対策を推進する

必要がある。



研究の目的

・御坊市民のこの地域の保全への意識を把握すること

アンケート調査

・ハマボウの群落分布および現状を調べること

現地調査

・水環境の特徴を明らかにすること

水質調査

これらの結果に基づき

どのように改善していくか提案する



ハマボウ：アオイ科フヨウ属(学名：Hibiscus hamabo)
樹高：３～５m
花の見頃：7～8月
紅葉：11月
花言葉：「楽しい思い出」

7月30日の誕生花



ハマボウのレッドデータ

和歌山県・長崎県・宮崎県
・鹿児島県

準絶滅危惧
種

三重県・山口県・愛媛県・福岡県・大
分県

絶滅危惧Ⅱ
類

神奈川県・愛知県・兵庫県・岡山県・
香川県・徳島県・高知県

絶滅危惧Ⅰ
類

大阪府絶滅

都道府県カテゴリー



ハマボウの群生地全国ベスト5

1位 鹿児島県 万之瀬川 約1000本以上

2位 三重県 伊勢路川 約1000本

3位 和歌山県 日高川・王子川 約700本

4位 福岡県 泉川 約700本

5位 静岡県 大賀茂川 約500本

ま の せ



アンケートの概要
対象：御坊市在住

期間：2007年10月22日～10月31日
方式：郵送方式

送付数：220通
回答人数：102人
回収率：46.4％



アンケートの有効性
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α：母集団特性値の推定を誤る確
率(％)

100-α：信頼度(％) (今回は95％と
した)

K(α)：正規分布の性質から与えら
れる値 (今回は1.96)

N：母集団の大きさ (御坊市の人口
26421人(2007年11月))

ｎ：必要とされる標本数

P：母比率(％) (50％)
ε：区間推定で標本特性値につける

プラスマイナスの幅 (10 )

n=96人：アンケート最低限の人数

送付数：220通

返却数：102通



年齢別
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②ハマボウを知っているか？

78%

21%

1%

1．知っている

2．知らない

無回答

③御坊市のどこで見られますか

80%

18%

2%

1．知っている

2．知らない

無回答

④御坊市の花木に指定されていることを知っていま
すか？

2%

25%

73%

1．知っている

2．知らない

無回答

⑤多くの人に知ってもらいたいですか？

68%
16%

16% １．思う

２．思わない

無回答



⑥関心はありますか？

57%

9%

34%

１．ある

２．ない

無回答

⑦見に行ったことはありますか？

37%

4%

59%

１．ある

２．ない

無回答

⑧ハマボウの群生地のいいところ

17%

12%

7%
52%

12%
１．ゴミが少ない

２．水がきれい

3.異臭がしない

4．草木がきれい

5．その他

⑨ハマボウ群生地の悪いところ

19%
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17%

12%

0%
26%

21%

１．ゴミが多い

２．水がきたない

3．異臭がする

4．草木が生えっぱなし

5.車で行きにくい

６．道路が近すぎて危
ない

７．その他



この群生地を改善するには？

ハマボウを増やす

ハマボウ群生地を
きれいにする

遊歩道を整備する

野生生物の集まる
工夫をする

その他

子供が遊べる公園
を作る
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御坊市で募金するなら、約870万円集まります。

募金するならいくらか？

500円
24%

1000円
53%

3000円
15%

０円
4%

10000円
3%

5000円
1% 募金額：710円

世帯数：10258世帯
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ハマボウの群落調査

2007年7月
本数：741本

270本6
130本5
80本4

133本3
80本2
48本1
本数エリア



1985年
本数：836本

164本6
161本5
91本4

111本3
150本2
179本1

本数エリア



エリア別のハマボウ本数比較
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減少している理由：日高港建設による伐採



水際環境改善の提案

• ハマボウをＰＲする

• 公園化

• 景観改善



■ハマボウをＰＲする
看板の整備

・国道沿いに新たな看板をつくる

・駅の案内地図にハマボウの写真・イラストを載せる

・今ある看板をきれいにする

御坊市のHPを充実

・ハマボウの紹介ページを増やす

・わかりやすい観光マップをつくる



キャラクターの開発

・名前：花まるごぼう

広報ごぼう表紙より
平成16年度御坊市の環境表紙



ハマボウの商品化
・盆栽、苗木、種

・箸、スプーン

・お菓子

・キャラクターグッズ

イベントの開催

・7月30日を「ハマボウの日」に決める

・ハマボウ観察会

・植樹

・ゴミ掃除

ハマボウの盆栽



記念日の作り方

①記念日の名称・日付・由来などを所定の用紙
に記入。

②「日本記念日協会」に申請。

③審査に合格。

④登録料1件5万円（登録証が必要な場合は別
途1枚につき3万1500円）を払う。

→ 自分の「記念日」が持てる。



日高港から若者広場までの、道の整備

若者広場に芝生をひき、多目的広場にする

ハマボウの並木通り

ボート乗り場

干潟とハマボウがみえるように遊歩道を通す

護岸を整備する

■公園化



現在の若者広場



若者広場 改修後のイメージ図

ハマボウ



■景観改善
• ゴミを減らす

• 地域の人達・自治体と協力



まとめ
①アンケート調査

・御坊市の人は、ハマボウをよく知っている。

・関心がある人が多かった。

②ハマボウの群落調査

・日高川・王子川河口域全体では減少している。

・日高川流入部は大幅に増加している。

③水質調査

・水量の約半分は海水が流入してできているといえる。

・良質な水質環境である。

④水際環境改善の提案

・多くの人にこの河口域に関心を持ってもらう。



今後の課題

①広い地域と、幅広い年齢層を対象にした、アン
ケート

②詳細な水質変化を調査

③ハマボウの生育のデータ収集

④この河口域の水辺に生息する生物調査

⑤ハマボウが、増加している理由

ここで示した提案をいかに具体的にしていくかに
ついて組織、財政面、住民参加、情報公開の
方法を検討して実現する道筋をつける。



おわり


